
 

 

1338年．東条荘に上陸した北畠親房が一時入城し
た阿波崎城址（左上）。阿波崎城が落城すると，親房
に協力した近郷の名主 13名は，北朝方の佐竹勢によ
り斬首されました。外出中で，難を免れた阿波崎名主
根本六左衛門は，盟友らとの信義を貫き，引き上げよ
うとする佐竹勢を「ホ～イ，ホ～イ」と呼び止め，進
んで処刑されたといわれ，その供養のために信太古渡
に「ホイホイ地蔵」が建てられました（右上），北畠
親房肖像画（左下，『茨城県立歴史館ＨＰ』より転載） 

「霞ヶ浦四十八津」全図
（下，『帆曳網漁の世界展示 

 解説書』より転載） 
 

 

← 
霞ヶ浦四十八津の一つの現在の
土浦市沖宿。水平線上の左に土浦
市街地，右に筑波山が見えます 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

内
の
海 

 

湖
に
は
古
く
は
統
一
し
た
名
称
は
な
く
、
信

太
流
海
と
か
香
澄
流
海
の
よ
う
に
、
部
分
的
な

名
称
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
霞
の
浦
」

と
い
う
統
一
し
た
名
称
は
平
安
時
代
の
こ
ろ

か
ら
で
、
「
霞
ヶ
浦
」
と
な
っ
た
の
は
近
世
に

入
っ
て
か
ら
で
す
。「
か
す
み
」
の
語
源
は
種
々

説
が
あ
り
ま
す
が
、
行
方
郡
香
澄
郷
の
「
か
す

み
」
の
名
称
が
、
湖
水
全
体
の
名
称
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
入
る

と
、
霞
ヶ
浦
は
和
歌
な
ど
で
「
霞
の
浦
」
と
詠

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

春
が
す
み
霞
の
浦
を
ゆ
く
舟
の 

 
  

よ
そ
に
も
見
え
ね
人
を
こ
ひ
つ
つ 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
    

（
藤
原
定
家
） 

 
 

ほ
の
か
に
も
知
ら
せ
て
し
か
な
東
な
る 

 
  

霞
の
浦
の
あ
ま
の
い
さ
り
火 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
（
順
徳
院 

新
後
拾
遺
集
） 

 

し
ら
れ
し
な
霞
の
浦
に
漕
ぐ
ふ
ね
の 

 
  

ほ
の
か
に
か
よ
う
心
あ
り
と
も 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 

（
花
園
天
皇 

新
続
古
今
集
） 

い
ず
れ
も
「
霞
の
浦
」
と
な
っ
て
お
り
、
霞

た
な
び
く
浪
静
か
な
湖
の
風
情
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。 

 

し
か
し
南
北
朝
時
代
に
入
る
と
、
霞
ヶ
浦
周

辺
も
動
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

南
朝
方
の
北
畠
親
房
が
関
東
地
方
に
南
朝
勢

力
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
1338
（
延
元
３
）
年

８
月
、
義
良
親
王
（
の
り
よ
し
し
ん
の
う 

後
に
即

位
し
て
後
村
上
天
皇
）
を
奉
じ
て
、
伊
勢
大
湊

（
三
重
県
伊
勢
市
）
を
出
帆
、
船
団
は
東
国
に

向
か
い
ま
し
た
が
、
途
中
、
大
風
に
あ
い
船
団

は
ち
り
ぢ
り
と
な
り
、
義
良
親
王
は
親
房
の
子

顕
信
と
と
も
に
伊
勢
に
吹
き
戻
さ
れ
、
親
房
ら

は
単
独
で
常
陸
国
・
内
の
海
に
漂
着
し
て
い
ま

す
。
親
房
ら
が
上
陸
し
た
と
こ
ろ
は
信
太
郡
東 

                   

条
荘
で
、
神
宮
寺
城
（
稲
敷
市
神
宮
寺
）
や
阿

波
崎
城
（
稲
敷
市
阿
波
崎
）
を
拠
点
に
、
北
朝

方
と
戦
い
ま
し
た
が
、
と
も
に
落
城
し
、
小
田

治
久
に
迎
え
ら
れ
て
小
田
城
に
入
り
ま
し
た

（
親
房
は
、
こ
の
時
期
に
小
田
城
や
関
城
で

『
神
皇
正
統
記
』
や
『
職
原
抄
』
（
有
職
故
実

書
、
日
本
の
官
職
の
沿
革
を
漢
文
で
記
述
）
を

執
筆
し
て
い
ま
す
）
。
親
房
の
内
の
海
へ
の
到

着
や
、
小
田
城
へ
の
転
進
に
つ
い
て
は
海
夫
た

ち
の
援
助
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
戦
国
時
代
の
霞
ヶ
浦
周
辺
で
は
、
小
田
城
の

小
田
氏
、
守
護
の
佐
竹
氏
、
関
東
管
領
の
上
杉

氏
、
古
河
公
方
の
足
利
氏
、
そ
し
て
後
北
条
氏

が
覇
権
を
争
い
ま
し
た
が
、
北
方
の
佐
竹
氏
が

勢
力
を
南
下
さ
せ
、
1591
（
天
正
19
）
年
に
佐

竹
義
宣
が
周
辺
地
域
を
掌
握
し
、
秀
吉
の
全
国

統
一
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
秀
吉
と
は
友
好

関
係
に
あ
っ
た
佐
竹
義
宣
は
、
霞
ヶ
浦
北
岸
を

含
む
常
陸
国
54
万
石
の
領
有
を
認
め
ら
れ
、

行
方
・
鹿
島
の
33
館
を
滅
ぼ
し
、
弟
の
芦
名

盛
重
を
江
戸
崎
城
主
と
し
ま
し
た
。
し
か
し

1600
（
慶
長
５
）
年
の
関
ヶ
原
合
戦
の
と
き
、

徳
川
家
康
方
に
味
方
を
し
な
か
っ
た
ば
か
り

か
、
家
康
に
敵
対
し
た
上
杉
景
勝
と
の
同
盟
が

発
覚
し
、
秋
田
の
久
保
田
城
に
左
遷
さ
れ
、
芦

名
盛
重
も
所
領
没
収
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
家
康
は
東
北
地
方
の
外
様
の
雄
藩

に
対
抗
す
る
た
め
に
、
子
息
（
武
田
信
吉
、
徳

川
頼
宣
、
徳
川
頼
房
）
を
水
戸
に
封
じ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
霞
ヶ
浦
北
岸
一
帯
は
、
概
ね
水
戸

藩
領
（
麻
生
付
近
は
新
庄
氏
領
、
そ
の
他
石
岡

藩
・
守
山
藩
・
若
干
の
天
領
・
旗
本
領
を
除
く
）

に
入
り
、
湖
南
地
方
も
芦
名
氏
の
あ
と
は
天
領

あ
る
い
は
旗
本
領
が
複
雑
に
入
り
こ
み
、
そ
の

間
に
土
浦
藩
領
・
仙
台
藩
領
等
が
加
わ
り
、
か

す
み
が
う
ら
市
方
面
で
は
、
土
浦
藩
領
と
水
戸

藩
領
が
境
を
接
し
、
そ
れ
が
幕
末
ま
で
続
き
ま

し
た
。 

 

霞
ヶ
浦
四
十
八
津
掟
書 

 

霞
ヶ
浦
の
漁
業
権
は
「
津
」
を
拠
点
と
す
る

海
夫
の
特
権
で
し
た
が
、
徳
川
幕
府
は
浮
島
付

近
に
専
用
漁
場
を
設
け
「
箕
和
田
御
留
川
」
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
戸
藩
も
そ
の
領
内
で
あ

る
高
浜
入
り
に
専
用
漁
場
を
設
置
で
き
る
よ

う
に
幕
府
に
要
請
し
、
四
十
八
津
側
の
猛
反
対

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
1625
（
寛
永
２
）
年
、
「
玉

里
（
水
戸
）
御
留
川
」
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

当
時
水
戸
藩
は
、
財
政
的
に
苦
し
い
時
期
で
あ

っ
た
た
め
に
、
御
留
川
を
設
定
し
て
、
改
め
て

そ
こ
で
漁
業
を
行
う
特
定
の
人
々
か
ら
権
利

金
や
税
金
を
徴
収
し
て
、
藩
財
政
を
潤
す
一
事

業
と
し
ま
し
た
。
水
戸
御
留
川
の
運
営
は
、
御

直
網
（
藩
直
営
の
漁
業
）
と
入
札
運
上
（
一
番

高
く
入
札
し
た
も
の
に
営
業
権
を
与
え
運
上

平成２６年３月１１日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
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第６６号 

霞ヶ浦（その２）～霞ヶ浦四十八津～ 
南北朝時代以降，霞ヶ浦の周辺地域も戦乱のなかに巻き込まれていきまし

たが，ようやく徳川の世になって，人々の生活も落ち着きを取り戻し

てきました。しかし，幕府や諸藩は財政立て直しのため，各漁場から

の営業税の徴収を企てました。これに対し，四十八津の漁民たちは，

掟書を定め，お互いに資源を守り，漁業権を認めさせようとしました。 



 

 

利根川東遷（上，『国

土交通省』より転載）。

天明 3年の浅間山大

噴火によりできた「鬼

出し園」（右，『川越観

光ブログ』より転載） 

【
参
考
資
料
】 

『
理
想
郷
と
よ
ば
れ
た
常
陸
国
』 

（
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館 

2013
・
８
） 

『
帆
曳
網
漁
の
世
界
展
示
解
説
書
』 

（
か
す
み
が
う
ら
市
郷
土
資
料
館 

2005
・
７
） 

昭和 13年の大
洪水のときの土
浦市。水没した港
町（上）。現ファ
ミリーマーﾄ土浦
中央店交差点前
の出水状況（下）
（いずれも『写真
記録茨城 20世
紀』より転載） 

１650（慶安３）年に成文化された「霞ヶ浦四
十八津掟書」。これには「一 霞ヶ浦は，四十八

津の入会で，ここでの漁業は従来通り行う。また，
鯉の漁期は 11月 20日より翌年３月までで，４
月から 11月までは禁漁とする」，といった規則
が書かれています（『土浦の自然』より転載） 

金
を
課
す
る
）
の
２
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
文
書
に
は
11
カ
年
の
御
直
網
で
2000

両
（
変
動
相
場
制
の
た
め
確
定
は
で
き
ま
せ
ん

が
１
両
＝
５
万
円
と
す
る
と
１
億
円
、
単
年
度

に
す
る
と
2000
万
円
）
の
利
益
が
あ
が
っ
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

           

さ
ら
に
湖
畔
に
領
土
を
も
っ
て
い
る
土
浦

藩
や
麻
生
藩
な
ど
も
、
支
配
地
の
地
先
の
漁
場

か
ら
運
上
（
一
種
の
営
業
税
）
を
徴
収
し
よ
う

と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
四
十
八
津
側
の
「
湖

は
入
会
」
と
す
る
主
張
は
通
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
四
十
八
津
の
名

主
が
集
ま
っ
て
協
議
の
う
え
、
漁
業
を
権
利
と

し
て
認
め
、
規
制
を
定
め
て
、
お
互
い
に
資
源

を
守
る
た
め
に
、
1650
（
慶
安
３
）
年
に
掟
書

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
漁
期
や

漁
法
の
制
限
、
掟
を
破
っ
た
場
合
の
処
罰
措
置

や
救
助
活
動
な
ど
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
を

し
て
お
り
、
漁
業
権
を
認
め
た
最
初
の
も
の
と

言
え
ま
す
。
こ
の
掟
書
は
そ
の
後
、
1726
（
享

保
11
）
年
、
1741
（
寛
保
元
）
年
、
1815
（
文
化

12
）
年
と
３
回
に
わ
た
っ
て
議
定
が
行
わ
れ

補
則
さ
れ
て
い
ま
す
。
四
十
八
津
の
中
に
田

村
、
沖
宿
、
大
岩
田
の
名
が
見
え
ま
す
が
、
土

浦
あ
る
い
は
東
崎
の
名
は
な
く
、
土
浦
の
漁
民

は
ま
だ
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
う
し
て
江
戸
時
代
の
霞
ヶ
浦
に
お
け
る

漁
業
は
、
こ
の
掟
書
に
よ
っ
て
種
々
規
制
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
享
保
期
を
境
と
し
て
一

村
ご
と
に
地
先
水
面
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
に

運
上
金
を
納
め
、
運
上
場
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
村
の
漁
場
」
が
定
め
ら
れ
、
四
十
八
津

の
伝
統
的
な
力
は
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
こ
の
掟
書
に
よ
る
と
、
そ
の
頃
の
魚
類
は

鯉
・
エ
ビ
・
イ
サ
ザ
（
ア
ミ
）
な
ど
が
主
で
、

生
魚
の
ま
ま
か
、
干
し
魚
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ワ
カ
サ
ギ
な
ど
も
生
魚
の
ま
ま
か

干
し
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
（
ワ
カ
サ
ギ
を
漢
字
で
「
公
魚
」
と
書
く
の

は
、
麻
生
藩
が
将
軍
家
に
焼
き
わ
か
さ
ぎ
を
献

上
し
、
公
儀
御
用
魚
と
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
）
。 

 

利
根
川
東
遷
事
業 

 

江
戸
期
に
は
、
幕
府
の
利
根
川
東
遷
（
と
う

せ
ん
＝
東
へ
移
す
こ
と
）
事
業
に
よ
り
、
霞
ヶ

浦
・
銚
子
か
ら
利
根
川
・
関
宿
・
江
戸
川
を
経

由
し
、
江
戸
へ
と
至
る
、
関
東
の
水
運
の
大
動

脈
が
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
霞
ケ
浦
周

辺
の
産
物
を
江
戸
へ
送
る
輸
送
の
幹
線
ル
ー

ト
と
な
り
、
東
北
地
方
か
ら
江
戸
へ
の
物
資
輸

送
の
ル
ー
ト
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
の
土
浦
・
高
浜
・
木
原
・

麻
生
、
利
根
川
筋
の
佐
原
・
木
下
・
守
谷
・
境
、

鬼
怒
川
筋
で
は
水
海
道
・
石
下
・
宗
道
・
結
城

な
ど
、
各
河
川
筋
に
河
岸
（
か
し
＝
川
の
港
町
）

が
開
か
れ
、
水
運
と
と
も
に
栄
え
ま
し
た
。
ま

た
土
浦
・
野
田
・
銚
子
の
醤
油
、
石
岡
・
石
下
・

佐
原
の
酒
、
流
山
の
味
醂
（
み
り
ん
）
、
猿
島

の
お
茶
、
結
城
の
紬
な
ど
の
産
業
も
発
達
し
ま

し
た
。
（
「
霞
ヶ
浦
舟
運
」
等
に
つ
い
て
は
小

紙
52
号
で
詳
述
し
て
い
ま
す
） 

   

           

一
方
、
霞
ケ
浦
や
利
根
川
沿
い
の
低
湿
地
の

開
発
は
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
大
々
的
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
利
根
川
東
遷
事
業
に
伴

っ
て
、
鬼
怒
川
や
小
貝
川
下
流
域
、
新
利
根
川

の
開
削
と
そ
の
周
辺
の
新
田
開
発
な
ど
が
大

規
模
に
行
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

水
運
や
開
発
と
い
う
恩
恵
を
霞
ヶ
浦
周
辺

に
も
た
ら
し
た
利
根
川
東
遷
事
業
で
し
た
が
、

1783
（
天
明
３
）
年
の
浅
間
山
の
大
噴
火
が
、

一
つ
の
転
機
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
集
落
を
全

滅
さ
せ
る
な
ど
、
死
者
２ 

～
３
万
人
を
出
し

た
こ
の
噴
火
に
よ
る
大
量
の
火
山
灰
は
、
天
明

の
大
飢
饉
の
一
因
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
同
時
に
、
利
根
川
の
河
床
を
堆
積
に

よ
っ
て
急
激
に
上
昇
さ
せ
、
利
根
川
（
特
に
江

戸
川
分
岐
点
よ
り
上
流
）
の
水
害
を
激
化
さ
せ

る
に
至
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
幕
府
は
、

江
戸
川
へ
の
流
入
量
の
制
限
や
川
の
拡
幅
に

よ
っ
て
銚
子
方
面
へ
流
れ
る
水
の
量
を
増
や

す
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
工
事
の
結
果
と

し
て
、
今
度
は
、
霞
ヶ
浦
を
ふ
く
む
利
根
川
下

流
域
に
洪
水
を
追
い
や
り
、
水
害
を
深
刻
化
さ

せ
る
原
因
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
火
山
灰
の

河
床
へ
の
堆
積
を
招
い
て
海
水
の
流
入
を
妨

ぐ
と
と
も
に
、
河
川
改
修
に
よ
る
利
根
川
上
流

か
ら
の
堆
積
量
の
増
大
も
霞
ヶ
浦
へ
流
入
す

る
海
水
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
当
時
、
海
水
面
が
低
下
し
て
い
た

こ
と
も
、
一
層
の
淡
水
化
を
促
す
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
生
息
す
る
魚
介
類

も
海
水
か
ら
汽
水
・
淡
水
に
生
息
す
る
も
の
へ

と
変
化
し
、
漁
業
も
現
在
の
も
の
に
近
い
ワ
カ

サ
ギ
や
コ
イ
・
フ
ナ
な
ど
を
対
象
と
す
る
も
の

が
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
明
治
時
代
ま
で
、
利
根
川
の｢

主

流｣

は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
足
尾

鉱
毒
事
件
の
発
生
に
よ
っ
て
、
霞
ケ
浦
や
銚
子

方
面
を
利
根
川
主
流
と
す
る
方
針
が
明
確
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
針
は
霞
ケ
浦
の
治
水
対

策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
昭

和
13
年
の
洪
水｣

と
い
わ
れ
る
霞
ケ
浦
の
近

代
治
水
史
上
最
悪
の
大
洪
水
や｢

昭
和
16
年

の
洪
水｣

と
い
わ
れ
る
大
規
模
洪
水
に
よ
り
、

昭
和
14
年
に
始
ま
っ
た
利
根
川
増
補
計
画
の

教
訓
と
な
り
、
の
ち
の
治
水
事
業
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
き
ま
し
た
。（
高
21
回
卒 

松
井
泰
寿
） 

 
 
 

        


